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第１回
３月定例会

多
様
化
・
高
度
化
す
る
地
域
課
題
や
町
民
ニ
ー
ズ
に
取
り
組
む

保
健
福
祉

町
の
個
々
の
事
業
に
対
す
る
町
民
の
声
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
議
員
と
一
緒
に
「
こ
う
使
っ
て
ほ
し
い
！
」
と
提
案
し
、
よ
り
満
足
度
の
高
い
事
業
に
！

～
野
村
町
長
の
施
政
方
針
～

　
令
和
５
年
第
１
回
３
月

定
例
会
が
２
月
22
日
か
ら

３
月
10
日
ま
で
の
17
日
間

の
日
程
（
本
会
議
5
日
）

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
審
議
し
た
議
案
は
、
令

和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

な
ど
28
議
案
で
、
そ
の
全

て
を
可
決
・
承
認
・
適
任

と
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
５
名

の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政

全
般
に
つ
い
て
、
課
題
へ

の
質
問
や
提
言
を
行
い
ま

し
た
。

　
議
案
審
議
で
は
、
町
か

ら
提
案
さ
れ
た
議
案
の
説

明
に
対
し
て
、
激
し
い
質

疑
と
答
弁
の
応
酬
で
、
白

熱
し
た
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

●�

一
般
会
計
予
算
は
83
億
９
５
０
０
万
円（
前

年
度
比
16
・
１
％
増
）。

●�

町
税
は
12
億
８
４
６
６
万
円
余
り
。
コ

ロ
ナ
禍
以
前
（
令
和
２
年
度
）
の
予
算

（
12
億
５
５
６
３
万
円
余
り
）
を
上
回
る
。

●�

新
庁
舎
建
設
事
業
（
令
和
５
年
度
分
）
に

15
億
１
３
８
０
万
円
余
り
。

●�

町
債
は
18
億
４
２
７
０
万
円
で
前
年
度
よ

り
10
億
４
４
６
０
万
円
増
と
な
り
、
主
に

新
庁
舎
建
設
事
業
に
充
て
る
も
の
。

●�

国
か
ら
の
臨
時
交
付
金
（
コ
ロ
ナ
交
付
金
）

の
交
付
の
見
通
し
が
な
く
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
に
向
け
て
創
意
工
夫
し
た
事
業
を
含

め
、
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
に
基
づ
く
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
な
予
算
編
成
が
求
め
ら
れ
る
。

65歳以上の一人暮らし
又は高齢者のみの世帯
に、配食と見守り、安
否確認を行う。

ゲーム機を利用したｅ
スポーツによる介護予
防事業。

妊娠届出後5万円、出
生届出後5万円、出産
祝金10万円を給付す
る。

乳幼児の医療費を助成
する。

配食サービス

ｅスポーツ介護予防事業

出産・子育て応援事業

乳幼児医療費給付事業

議会
　の視点

あわせて
見たい
読みたい

予算額の詳細は
「広報のへじ４月号」
をご覧ください
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教
育

保
全
環
境

生
活
環
境
行
財
政

地
域
産
業

統合小学校新築に向け
て、検討委員会組織、
各種調査、基本構想・
基本計画へ着手。

住民との交流を含めた
就農体験を実施する。

ホタテをはじめとする
海産物の新鮮で安全な
出荷環境を整備する。

再開に向け、山車製作
費用等を補助し、持続
支援を行う。

既存の木製遊具を更新
する。

水銀灯の生産終了に伴
い、 Ｌ Ｅ Ｄ 化 し、 明
るく活動しやすい施設
に。

家庭ごみ、資源ごみの
収集運搬などにより、
住みよい環境づくり
に。

除排雪に努め、生活環
境の維持に。

光回線の通っていない
有戸方面に光ファイバ
を整備する。

町民が提案して実施す
るまちづくり事業へ助
成する。

の 先 に議 論
　同じ可決でも、議論を尽くした上での可決と、表面的な
質疑だけでの可決とありますが、事業執行に緊張感が生ま
れ、町にとって有益なのは、どちらか明らかです。
　議論を尽くした予算が、期待どおりの成果を上げ、町民
等に喜ばれるものとなるよう望みます。

小学校統合事業 お試し就農移住体験

野辺地漁港施設改築事業祇園まつり持続支援事業

柴崎地区健康レクリエー
ション施設遊具設置工事

中央公民館ホール照明ＬＥＤ化

ごみ収集運搬 除雪対策 光ファイバ整備事業補助

協働のまちづくり推進事業
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審議議案と賛否［令和５年第１回３月定例会］
報告
公用車事故に係る損害賠償についての和解 －

専決処分 ※�特に緊急を要して議会を招集する時間的余裕がないことなどを理由に、町長が議決を経ずに処理するこ
と。（町長が次の議会で報告し、承認を求めることになります。）

令和４年度一般会計補正予算（第９号）　480万円増　予算総額79億8080万円
　国で出産・子育て応援交付金制度が設立され、出産された方に経済的支援を行うもの。 承認

令和４年度補正予算
一般会計（第10号）　9480万円減　予算総額78億8600万円
　事業完了及び実績見込みに伴う予算精査によるもの。 全員賛成可決

国民健康保険事業特別会計（第５号）　1億1151万円余り減　予算総額15億5911万円
　事業費確定及び実績見込みによる予算精査によるもの。 全員賛成可決

後期高齢者医療特別会計（第４号）　887万円減　予算総額1億8910万円余り
　保険料収納見込み額の精査によるもの。 全員賛成可決

介護保険事業特別会計（第５号）　4606万円余り減　予算総額18億3341万円余り
　各種事業の決算見込みによる予算精査によるもの。 全員賛成可決

介護サービス事業特別会計（第２号）　344万円余り増　予算総額404万円余り
　令和４年度をもって本会計を閉鎖するため、所要の補正を行うもの。 全員賛成可決

水道事業特別会計（第６号）　収益的収入及び支出200万円増　既決予定額2億7800万円
　電力料金の不足見込み額や本・支管の緊急修理に対応するもの。 全員賛成可決

令和５年度予算
一般会計予算　予算総額83億9500万円（前年度比16.1％増） 議長裁決

による可決　（賛成）江渡議員、岡山議員、髙沢議員、杉山議員、大湊議員
　（反対）高田議員、中谷議員、古林議員、野坂議員、赤垣議員
国民健康保険事業特別会計　予算総額16億666万円余り（前年度比0.7％減） 全員賛成可決
後期高齢者医療特別会計　予算総額1億9374万円余り（前年度比0.8％増） 全員賛成可決
介護保険事業特別会計　予算総額17億7380万円余り（前年度比2.6％増） 全員賛成可決
下水道事業特別会計　予算総額3004万円余り（前年度比0.08％減） 全員賛成可決
水道事業特別会計　
　収益的収入及び支出　2億7900万円（前年度比1.1％増）
　資本的収入　3000万円（前年比38.4％減）　支出　1億6692万円（前年度比6.3％減）
　　※不足額は現年度分損益勘定留保資金等で補てん

全員賛成可決

条例の制定・一部改正・廃止
個人情報の保護に関する条例の制定
　法律の改正に伴い、必要事項を定めるもの。 全員賛成可決

個人情報保護審査会条例の制定
　法律の改正に伴い、審査会の設置等に関して必要事項を定めるもの。 全員賛成可決

工場立地法地域準則条例の制定
　工場立地法により、規定を整備するもの。 全員賛成可決

会計年度任用職員の給与及び費用弁償等に関する条例の一部改正
　パートタイム会計年度任用職員の通勤に係る費用を費用弁償として支給するもの。 全員賛成可決

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正
　省令等の改正に伴い、関係条例を整備するもの。 全員賛成可決

国民健康保険条例の一部改正
　健康保険法施行令等の改正に伴い、出産育児一時金の額を改正するもの。 全員賛成可決

産直施設設置条例の一部改正
　使用者に受益者負担を求めるために整備するもの。 全員賛成可決

道路占用料等徴収条例の一部改正
　道路法施行令の改正に伴い、道路占用料の額を改正するもの。 全員賛成可決

介護サービス事業基金条例の廃止
　事業の委託により、町が運用する基金を廃止するもの。 全員賛成可決

その他
青森県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び青森県市町村総合事務組合規約の変更
　地方自治法の規定に基づくもの。 全員賛成可決

町道の路線認定
　石神裏支線８号線を町道として認定するもの。 全員賛成可決

町道の路線変更
　市内支線１８線ほか３３路線の幅員及び延長を変更するもの。 全員賛成可決

人事
人権擁護委員候補者の推薦
　吉原有三氏の任期が満了となることから再推薦するもの。 適任

議員提案
議会の個人情報の保護に関する条例
　法律の改正に伴い、規定を整備するもの。 全員賛成可決

4のへじ議会だより



江
え

渡
と

　正
まさ

樹
き

議員

問 

堅
実
な
町
政
運
営

を
実
績
に
町
長
選
挙
へ

立
候
補
し
て
は
い
か
が

か
。

町
長
　
町
の
発
展
の

た
め
に
は
、
取
り
組
む

べ
き
課
題
が
山
積
し
て

い
る
。安
心
し
て
出
産
・

子
育
て
が
で
き
る
環
境

の
整
備
、
商
工
業
や
農

林
水
産
業
の
振
興
に
よ

る
経
済
活
性
化
、
進
行

す
る
高
齢
化
に
お
い
て

の
医
療
・
福
祉
の
充
実

な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ま

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
「
ま
ち
づ

く
り
」
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
次
期
町
長
選
挙
に
立

候
補
し
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
誰
も
が
希

望
を
持
ち
、
明
る
く
元

気
に
生
活
で
き
る
「
未

来
に
つ
な
げ
る
幸
せ
の

ま
ち
　
の
へ
じ
」
を
町

民
の
皆
さ
ま
と
共
に
創

り
上
げ
て
い
く
決
意
で

あ
る
。

問 

高
齢
者
等
の
社
会

参
加
を
快
適
に
す
る
た

め
に
、
男
性
用
個
室
ト

イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
。

町
長
　
現
在
、
町
有

施
設
で
設
置
し
て
い
る

の
は
、
役
場
第
１
庁
舎

と
中
央
公
民
館
で
す
が
、

そ
の
ほ
か
の
施
設
に
つ

い
て
も
、
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

町長選挙へ立候補を
任期を全うし次の町政運営に（町長）

聴く！ 見る！ 考える！ つなげる！ ぎかい　“町民”の声をひろいあげます！

一般質問で政策提案 町民の声を背に
　町のさまざまな課題等について、町に方針等を聞くのが「一般質問」。３月定例
会では、５名の議員が登壇し、町政への質問や提言を行いました。ここでは、ダ
イジェスト版でお知らせしています。詳細は会議録をご覧ください。（６月上旬調
製完了予定）

※議員名（網かけ）の項目は記事を掲載しています。

支え合い切れ目のない保健福祉 住み続けたくなる生活環境
男性用個室トイレへサニタリーボックス設置� 江渡 町道稲荷道路安全対策� 江渡
ｅスポーツ介護予防事業� 大湊 災害時のドローン活用� 江渡
子どもの貧困対策計画策定業務� 大湊 流雪溝の整備� 赤垣
工夫と連携の地域産業 メリハリのある行財政
みちのく丸の今後の利活用� 高田 次期町長選挙への立候補� 江渡
農業をベースとした６次産業振興� 高田 議会の動画配信� 赤垣
まかど温泉スキー場の再開に向けて� 中谷 町の情報提供の在り方� 大湊
誰もが学べる教育
義務教育と小学校統廃合及び少子化対策� 赤垣
町立体育館の現状と改築への構想� 中谷
統合小学校新築に向けた対応� 大湊

CHECK

「
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」

　
生
理
用
品
を
廃
棄
す
る

目
的
で
女
性
用
ト
イ
レ
又

は
男
女
兼
用
ト
イ
レ
に
設

置
さ
れ
る
が
、
近
年
、
男

性
用
ト
イ
レ
へ
の
設
置
が

望
ま
れ
て
い
る
。

　
前
立
腺
が
ん
や
膀
胱
が

ん
を
発
症
し
、
手
術
で
摘

出
し
た
と
し
て
も
、
尿
失

禁
や
頻
尿
な
ど
の
症
状
は

残
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
男
性
で
も
お
む
つ
や
尿

漏
れ
パ
ッ
ド
を
使
用
す

る
方
が
増
え
て
お
り
、
男

性
用
ト
イ
レ
で
も
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
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赤
あか

垣
がき

　義
よし

憲
のり

議員

高
たか

田
だ

　光
みつ

雄
お

議員

問 

議
会
の
動
画
配
信

を
。

町
長
　
町
民
と
行
政

を
つ
な
ぐ
最
も
身
近
な

手
段
と
し
て
、
広
報
・

広
聴
活
動
が
あ
る
。
そ

の
重
要
性
は
理
解
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
媒
体
や
機
会

を
通
し
て
、
町
民
へ
の

情
報
発
信
に
努
め
て
い

る
。

　
議
会
の
動
画
配
信
は
、

議
会
側
で
判
断
す
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
、

意
見
を
申
し
上
げ
る
立

場
で
は
な
い
。

　
町
と
し
て
は
、
必
要

と
な
る
機
器
類
の
整
備

費
用
等
は
、
し
っ
か
り

対
応
し
た
い
。

問 

今
後
の
み
ち
の
く

丸
の
利
活
用
は
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
、

定
期
的
な
塗
装
工
事
、

冬
期
間
の
雪
囲
い
、
修

繕
な
ど
、
建
造
に
関

わ
っ
た
船
大
工
の
助
言

に
基
づ
い
た
維
持
管
理

に
努
め
て
き
た
が
、
陸

揚
げ
展
示
か
ら
５
年
経

過
し
、
船
首
部
分
や
船

内
の
腐
食
が
著
し
く
、

巨
大
な
建
造
物
な
の
で
、

安
全
性
の
観
点
か
ら
周

辺
を
立
入
禁
止
と
し
て

い
る
。

　
今
後
は
、
引
き
続
き

必
要
な
修
繕
や
維
持
管

理
を
行
う
が
、
経
年
劣

化
に
伴
う
腐
食
が
さ
ら

に
進
行
す
る
と
予
想
さ

れ
る
の
で
、
安
全
を
最

優
先
と
し
て
、
可
能
な

範
囲
で
展
示
し
て
い
き

た
い
。

問 

降
雪
時
期
の
除
雪

に
不
便
を
感
じ
る
町
民

が
多
い
が
、
流
雪
溝
を

整
備
し
て
は
。

町
長
　
課
題
と
し
て
、

入
れ
た
雪
を
解
か
せ
る

水
量
の
確
保
と
維
持
管

理
費
用
、
流
末
ま
で
側

溝
の
断
面
が
大
き
く
な

る
た
め
、
用
地
費
や
流

雪
溝
整
備
費
用
、
使
用

し
た
水
を
海
や
川
に
直

接
放
流
可
能
か
、
場
所

に
よ
っ
て
鉄
道
下
の
排

水
管
入
替
な
ど
考
え
ら

れ
る
。

　
整
備
す
る
場
所
に
よ

り
条
件
や
課
題
も
異
な

り
、
多
額
の
事
業
費
や

維
持
管
理
費
用
が
予
想

さ
れ
る
。

　
現
在
は
、
堆
積
場
所

と
な
る
空
き
地
の
確
保
、

日
々
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、

町
民
か
ら
情
報
提
供
を

受
け
て
の
排
雪
作
業
等
、

順
次
対
応
し
て
い
る
。

問 

当
町
に
あ
る
多
く

の
未
利
用
農
地
の
基
盤

整
備
を
し
て
、
体
験
型

農
業
観
光
な
ど
を
取
り

組
ん
で
み
て
は
。

町
長
　
就
農
し
て
い

る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

か
ら
は
、
引
き
続
き
こ

か
ぶ
生
産
に
従
事
し
た

い
と
の
お
話
が
あ
る
ほ

か
、
認
定
新
規
就
農
者

を
目
指
す
若
者
も
お
り
、

町
で
は
認
定
に
向
け
た

サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
い

る
。
積
極
的
な
支
援
を

継
続
し
、
就
農
定
着
を

図
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
農
業
者
の
経
営
安

定
に
結
び
つ
く
よ
う
な

支
援
策
を
講
じ
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
基
盤
整
備
で
の
６
次

産
業
化
や
体
験
型
農
業

観
光
に
お
け
る
町
の
活

性
化
は
、
状
況
把
握
に

努
め
、
描
か
れ
る
将
来

像
の
中
で
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

議会の動画配信を
議会側で判断を（町長）

農業を定住・従事したい産業に
将来像の中で検討する必要がある（町長）

各議員の政策提案のタイトルにあるロゴは、ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）の１７の目標に関連しています。
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大
おお

湊
みなと

　敏
とし

行
ゆき

議員

中
なか

谷
や

　謙
けん

一
いち

議員

問 

町
の
情
報
提
供
の

在
り
方
は
。

町
長
　
町
の
広
報
活

動
は
、
町
民
と
行
政
と

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
中
で
、

相
互
の
理
解
と
信
頼
を

築
く
た
め
、
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
町
は
、
行
政
情
報
の

積
極
的
な
提
供
に
努
め

て
い
る
が
、
広
報
活
動

に
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ

に
も
変
化
が
生
じ
て
い

る
。

　
広
報
活
動
の
柱
と
な

る
広
報
の
へ
じ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充

実
と
活
用
を
図
り
、
職

員
に
も
意
義
や
重
要
性

を
理
解
し
、
主
体
的
に

取
り
組
む
機
運
を
醸
成

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
ず
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
最

新
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
発
信
す
る
た
め
、

各
部
署
に
広
報
推
進
員

を
配
置
す
る
な
ど
の
対

策
を
講
じ
た
い
。

問 

ま
か
ど
温
泉
ス

キ
ー
場
の
再
開
に
向
け
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
考
え
か
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
民

間
事
業
者
が
国
有
林
を

借
り
て
運
営
し
て
き
た

ス
キ
ー
場
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
等
の
関
係
機

関
に
照
会
し
、
協
議
を

進
め
て
い
る
。

　
今
後
、
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
等
の
技
術
的
、
専

門
的
な
調
査
が
必
要
と

思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
に
係
る
費
用
に
つ

い
て
６
月
以
降
の
定
例

会
に
予
算
計
上
す
る
予

定
。

　
ス
キ
ー
場
の
復
旧
に

向
け
て
は
、
相
当
の
経

費
と
時
間
を
要
す
る
と

思
う
が
、
再
開
、
存
続

さ
せ
る
と
い
う
強
い
気

持
ち
を
も
っ
て
取
り
組

む
。

問 

統
合
小
学
校
新
築

関
連
の
予
算
は
、
新
築

が
決
ま
っ
た
時
点
で
計

上
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
野
辺
地
小
学

校
の
耐
力
度
調
査
の
結

果
、
国
の
補
助
対
象
基

準
を
満
た
す
場
合
、
危

険
建
物
に
な
る
の
で
、

早
急
な
対
応
が
必
要
と

な
る
。

　
基
本
構
想
・
基
本
計

画
の
策
定
に
相
当
の
時

間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

速
や
か
に
実
施
で
き
る

よ
う
新
年
度
予
算
に
計

上
し
た
。

問 

新
町
立
体
育
館
建

設
に
向
け
た
構
想
は
。

町
長
　
町
立
体
育
館

の
現
状
と
し
て
は
、
屋

根
の
シ
ー
リ
ン
グ
補
修

な
ど
で
雨
漏
り
に
対
応

し
て
い
る
が
、
競
技
場

中
央
付
近
で
も
雨
漏
り

が
発
生
し
て
い
る
。
原

因
が
特
定
で
き
な
い
た

め
、
調
査
し
改
善
を

図
っ
て
い
く
。

　
新
町
立
体
育
館
建
設

に
つ
い
て
は
、
ゆ
く
ゆ

く
は
建
設
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
認
識

は
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

も
の
の
、
町
の
財
政
状

況
が
大
幅
に
改
善
し
つ

つ
あ
る
中
、
こ
の
状
況

を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
も
、
役
場
庁
舎
建
設
、

今
後
控
え
て
い
る
小
学

校
統
廃
合
事
業
を
着
実

に
進
め
て
い
き
た
い
。

町の広報活動の充実を
町民に寄り添った情報発信に（町長）

まかど温泉スキー場の再開は
再開、存続させるよう取り組む（町長）
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◆
契
約
出
来
高

令
和
４
年
度
は
５
％

令
和
５
年
度
は
70
％

令
和
６
年
度
は
25
％

◆
令
和
４
年
度
の
進
捗

状
況

　
浄
化
槽
の
据
付
、
防

災
無
線
鉄
塔
の
鉄
骨
建

方
、
仮
局
舎
仮
設
電
気

工
事

◆
令
和
５
年
度
以
降
の

工
程

　
車
庫
・
倉
庫
棟
、
新

庁
舎
棟
を
順
次
完
成
さ

せ
て
、
令
和
６
年
８
月

に
建
物
部
分
を
引
き
渡

す
。

　
新
庁
舎
へ
引
っ
越
し

完
了
後
に
、
現
庁
舎
を

解
体
し
、
駐
車
場
の
設

置
工
事
を
行
う
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

◆
被
災
農
業
者
等
支
援

事
業
補
助
金

　
令
和
４
年
８
月
の
大

雨
に
よ
っ
て
、
被
害
に

遭
わ
れ
た
農
業
者
に
対

し
て
、
通
常
支
援
分
よ

り
補
助
率
を
上
げ
て
交

付
す
る
。

　
ま
た
、
特
に
支
援
要

望
の
強
か
っ
た
堆
肥
の

購
入
経
費
も
補
助
対
象

と
し
、
補
助
率
を
上
げ

て
い
る
。

◆
農
地
等
改
善
事
業

　
有
戸
地
区
を
対
象
に

排
水
対
策
と
し
て
土
側

溝
整
備
や
農
地
周
辺
の

側
溝
環
境
整
備
を
行
う

も
の
と
し
、
有
戸
地
域

資
源
保
全
会
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。

◆
町
の
地
域
防
災
計
画

策
定
の
経
緯

　
昭
和
46
年
初
回
策
定

　
平
成
７
年
修
正

　
平
成
11
年
修
正

　
平
成
28
年
修
正

※
修
正
は
、
累
積
事
項

や
県
の
手
引
き
等
に

沿
っ
た
整
理
と
な
っ
て

い
る
。

◆
令
和
４
年
度
の
地
域

防
災
計
画
修
正
業
務
の

内
容

・�

国
及
び
県
の
地
域
防

災
計
画
等
の
修
正
や

防
災
を
め
ぐ
る
変
化

等
（
近
年
の
大
規
模

災
害
）
を
踏
ま
え
た

修
正
。

・�

上
位
計
画
及
び
関
連

法
令
等
と
の
整
合
性

を
図
る
。

・�

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、

今
後
の
感
染
症
対
策

に
関
す
る
事
項
を
追

加
。

総
務　常

任
委
員
会

建
設
産
業

保
健
衛
生

　常
任
委
員
会

新
庁
舎
建
設

　に
係
る

　特
別
委
員
会

１月25日
　　　地域防災計画修正の進捗状況

１月26日
　　　被災農業者等支援事業補助金
　　　　　　　　及び農地等改善事業

２月22日
　　　庁舎等新築工事に係る進捗状況等
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令和５年３月閉校の町立馬門小学校

　　　「全員協議会」
　　　　地方自治法第100条第12項の規定で、会議規則で定める

ところにより議案の審査又は議会の運営に関し協議又は調整を

行うための場とされている。また、議会自体の行事や運営・活

動について協議するほか、町長による議会への事前説明・意見

聴取の場として開かれる。

check
全員協議会

２月７日

◆
野
辺
地
小
学
校
校
舎

等
耐
力
度
予
備
調
査
の

結
果

　
耐
力
度
調
査
は
、
学

校
施
設
の
老
朽
化
を
総

合
的
に
評
価
す
る
も
の

で
、
構
造
耐
力
、
健
全

度
、
立
地
条
件
に
つ
い

て
行
わ
れ
る
。

　
定
め
ら
れ
た
基
準
を

下
回
る
と
国
庫
補
助
の

対
象
と
な
る
。

　
調
査
の
結
果
と
し
て

は
、
基
準
を
上
回
っ
た

が
、
追
加
調
査
を
実
施

す
る
。

◆
馬
門
小
学
校
の
利
活

用　
統
合
準
備
委
員
会
の

生
徒
指
導
、
施
設
・
設

備
部
会
で
、
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
で
き
る

施
設
に
し
て
は
ど
う
か
、

馬
門
地
区
に
は
体
育
施

設
が
な
い
た
め
、
体
育

館
を
子
ど
も
達
が
休
日

等
に
運
動
で
き
る
施
設

に
し
て
は
ど
う
か
と
の

提
案
が
あ
っ
た
。
提
案

を
受
け
止
め
つ
つ
、
今

後
は
住
民
の
意
見
も
伺

い
な
が
ら
、
検
討
す
る
。

◆
工
場
立
地
法
地
域
準

則
条
例
の
制
定

　
工
場
立
地
法
に
よ
る

緑
地
面
積
率
等
を
緩
和

す
る
も
の
。

　
条
例
制
定
の
趣
旨
と

し
て
、
地
域
経
済
の
活

性
化
と
雇
用
の
確
保
を

図
る
た
め
、
企
業
誘
致

と
地
元
企
業
の
事
業
拡

大
に
向
け
、
各
種
優
遇

制
度
の
拡
充
を
図
っ
て

き
た
が
、
今
後
、
さ
ら

な
る
企
業
誘
致
を
促
進

す
る
。

　
条
例
で
緑
地
面
積
率

等
を
定
め
、
緩
和
す
る

こ
と
で
、
限
ら
れ
た
敷

地
面
積
の
中
で
事
務
所
、

駐
車
場
等
の
面
積
確
保

が
よ
り
可
能
と
な
る
。

◆
議
会
に
お
け
る
改
正

後
個
人
情
報
保
護
法
の

対
応

　
議
会
の
個
人
情
報
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

町
の
定
め
る
個
人
情
報

保
護
条
例
で
運
用
さ
れ

て
い
る
。

　
令
和
３
年
に
個
人
情

報
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、

議
会
は
法
律
の
適
用
除

外
と
な
っ
た
が
、
個
人

情
報
の
保
護
に
つ
い
て

責
務
を
有
す
る
こ
と
か

ら
、
個
人
情
報
の
取
扱

い
に
つ
い
て
議
会
独
自

に
条
例
を
制
定
す
る
。

◆
ま
か
ど
温
泉
ス
キ
ー

場　
令
和
４
年
８
月
の
大

雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
事
業
者
（
十

和
田
観
光
電
鉄
㈱
）
よ

り
状
況
報
告
が
あ
っ
た
。

　
ス
キ
ー
場
の
復
旧
、

再
開
に
は
、
雪
解
け
後

に
崩
落
現
場
の
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
の
実
施
、
リ

フ
ト
支
柱
の
撤
去
・
設

置
工
事
、
崩
落
箇
所
の

土
留
め
等
の
土
木
工
事

な
ど
が
必
要
で
、
相
当

な
費
用
、
期
間
が
見
込

ま
れ
る
。

　
被
害
を
免
れ
た
施
設
、

設
備
に
つ
い
て
も
、
老

朽
化
、
経
年
劣
化
に
伴

う
修
繕
や
更
新
に
相
当

の
費
用
が
必
要
と
な
る
。

　
事
業
者
と
し
て
は
、

第
三
者
へ
の
譲
渡
又
は

閉
鎖
も
や
む
を
得
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
ス

キ
ー
場
再
開
を
目
指
し
、

関
係
機
関
と
協
議
や
検

討
を
進
め
て
い
く
。
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議
会
の
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

　
令
和
５
年
第
２
回
５
月
臨
時
会
が
、
５
月
15
日
に
開
か
れ
、
議
長
や

副
議
長
の
ほ
か
、
議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

北
部
上
北
広
域
事
務

組
合
議
会
議
員

　
戸
澤
　
　
栄

　
中
谷
　
謙
一

　
赤
垣
　
義
憲

　
　

上
北
地
方
教
育
・
福
祉

事
務
組
合
議
会
議
員

　
髙
沢
　
陽
子

下
北
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合
議
会
議
員

　
野
坂
　
　
充

議
会
選
出
監
査
委
員

　
大
湊
　
敏
行

議
会
選
出
消
防

委
員
会
委
員

　
横
浜
　
睦
成

　
木
戸
　
忠
勝

　
五
十
嵐
勝
弘

初議会のあらまし

議会運営委員会総務常任委員会

建設産業保健衛生常任委員会広報委員会

審議議案と賛否［令和５年第２回５月臨時会］
報告
物損事故に係る損害賠償についての和解

－令和５年度野辺地町土地開発公社予算

令和５年度一般財団法人野辺地町観光協会予算

専決処分 ※�特に緊急を要して議会を招集する時間的余裕がないことなどを理由に、町長が議決を経ずに処理するこ
と。（町長が次の議会で報告し、承認を求めることになります。）

町税条例の一部改正
　地方税法の一部改正によるもの。 承認

半島振興対策実施地域に係る固定資産税の特別措置に関する条例等の一部改正
　関係する省令等の一部改正によるもの。 承認

国民健康保険税条例の一部改正
　地方税法施行令等の一部改正によるもの。 承認

委員長：戸澤　栄　副委員長：大湊敏行委員長：大湊敏行　副委員長：五十嵐勝弘

委員長：髙沢陽子　副委員長：中谷謙一委員長：大湊敏行　副委員長：赤垣義憲

議会の運営、議会の規則・条例、議長の
諮問に関する事項の調査と議案、請願等
の審査を担当

総務、防災安全、財務、税務、教育、文化、
民生・社会福祉、国民健康保険に関する
事項を担当

土木、建設、都市計画、農林水産業、商
工観光、水道事業、下水道事業、保健衛
生に関する事項を担当

町議会だよりの編集及び発行を担当

10のへじ議会だより



新
た
な
４
年
間
へ

　
　
　
₁₂
人
の
想
い

至誠天に通ず
議長から町民の皆さまへ

　町民の皆さまには、日頃より議会運営につきまして、ご

理解ご協力をいただき、心から感謝申し上げます。

　このたびは、改選後の臨時会において、野辺地町議会議

長及び副議長に選出され、私どもはその要職に就くことに

なりました。その重責を汚すことなく、微力ではあります

が決意を新たに最善の努力を尽くす所存であります。

　従来、議員は個人として選挙で当選して議員になること

から、議員活動は熱心でも組織的に議会活動をすることは

あまりありませんでした。町を取り巻く多種多様な課題を

解決していくためには、チーム議会としての活動も考えて

いく必要性を実感しています。

　議会は議員だけの組織ではありません。そこに町民の皆

さまが加わっていく時代となりました。

　野辺地町の可能性を最大限に引き出す議会づくり、皆さ

まと一緒に。

①議席番号
②議員氏名
③当選回数
④年齢
⑤座右の銘
⑥抱負

岡山義廣議長　　髙沢陽子副議長

　勝って兜の緒を締めよ

一期一会

誠実に

初心忘るべからず

議会の基本理念は　
　　　民意の反映にあり

雨垂れ石を穿つ

　継続は力なり

初志貫徹

人は人のおかげ

七転八起

大丈夫　心配するな
なんとかなる

千里の道も一歩から

１番　横
よこはま

浜睦
むつ

成
なり

議員

５番　五
い が ら し

十嵐勝
かつひろ

弘議員

９番　野
の

坂
ざか

　充
みちる

議員

２番　髙
たかさわ

沢陽
よう こ

子議員
副議長

６番　戸
と

澤
ざわ

　栄
さかえ

議員

₁₀番　大
おお

湊
みなと

敏
とし

行
ゆき

議員

３番　木
き ど

戸忠
ただ

勝
かつ

議員

７番　古
ふる

林
ばやし

輝
てる

信
のぶ

議員

₁₁番　赤
あか

垣
がき

義
よし

憲
のり

議員

４番　村
むらなか

中玲
あき

子
こ

議員

８番　中
なか

谷
や

謙
けんいち

一議員

₁₂番　岡
おかやま

山義
よし

廣
ひろ

議員
議長

（１期・63歳）

（１期・61歳）

（３期・69歳）

（３期・69歳）

（７期・75歳）

（２期・54歳）

（１期・69歳）

（５期・78歳）

（３期・56歳）

（１期・55歳）

（３期・72歳）

（６期・72歳）

住みよい野辺地町のために町
民のご意見を大切にします。

町民の皆様の声を町政に届け、
笑顔あふれるまちづくりを。

未来につなぐ町づくりを。

議員力向上、現場重視、
問題解決。

自分の考え方を優先せず、聞
くことを大切に。

議会の見える化に全力を
尽くします。

町民から信頼をいただけるよ
う町のために頑張ります。

町民の声を町政に。住みやす
いまちづくりに努めます。

未来を見据え、町民生活最優
先で議会に向き合います。

地域をこまめに回って、
皆様の声を町政へ。

行政の事業、予算の無駄遣い
はないかを常に検証します。

小さな声も行政に届け、
健康で元気な町づくりに。

住みよい野辺地町のために町
民のご意見を大切にします。

町民の皆様の声を町政に届け、
笑顔あふれるまちづくりを。

未来につなぐ町づくりを。

議員力向上、現場重視、
問題解決。

自分の考え方を優先せず、聞
くことを大切に。

議会の見える化に全力を
尽くします。

町民から信頼をいただけるよ
う町のために頑張ります。

町民の声を町政に。住みやす
いまちづくりに努めます。

未来を見据え、町民生活最優
先で議会に向き合います。

地域をこまめに回って、
皆様の声を町政へ。

行政の事業、予算の無駄遣い
はないかを常に検証します。

小さな声も行政に届け、
健康で元気な町づくりに。
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いずれも９時30分開会予定です。
日程は変更になる場合があります。

　
昨
年
８
月
に
応
募
し
た
全
国

町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
町
村

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の

結
果
が
今
年
３
月
に
届
い
て
お

り
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
入
選
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
活
発
な
議
会

活
動
が
分
か
る
紙
面
で
あ
る
と

審
査
委
員
か
ら
講
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
他
ご
助
言
も

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
５
月

か
ら
の
新
体
制
に
お
い
て
、
こ

れ
か
ら
の
「
議
会
だ
よ
り
」
に

反
映
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
議
会
に
関
心
を

も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
本
紙
を
更
に
充
実
さ
せ
る
た

め
、
議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
皆

さ
ま
の
ご
意
見
ご
感
想
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
大
湊
）

編 

集 

後 

記

　
　
１
月

４
日
　
新
年
祝
賀
会

５
日
　
広
報
委
員
会

６
日
　
消
防
出
初
式

８
日
　
二
十
歳
を
祝
う
会

20
日
　
郡
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会

25
日
　
総
務
常
任
委
員
会

26
日
　
建
設
産
業
保
健
衛
生
常
任
委
員
会

　
　
２
月

７
日
　
全
員
協
議
会

17
日
　
議
会
運
営
委
員
会

20
日
　
青
少
年
育
成
町
民
会
議

22
日
　
定
例
会
１
日
目
（
提
案
理
由
等
）

　
　
　
新
庁
舎
建
設
に
係
る
特
別
委
員
会

24
日
　
都
市
計
画
審
議
会

27
日
　
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

28
日
　
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　
　
　
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式

　
　
３
月

７
日
　
定
例
会
２
日
目
（
一
般
質
問
）

８
日
　
定
例
会
３
日
目
（
新
年
度
予
算
議
案
審
議
）

９
日
　
定
例
会
４
日
目
（
新
年
度
予
算
議
案
審
議
）

10
日
　
定
例
会
５
日
目
（
議
案
等
審
議
）

　
　
４
月

５
日
　
郡
町
村
議
会
議
長
会
監
査
会

６
日
　
広
報
委
員
会

23
日
　
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
　
５
月

15
日
　
臨
時
会

17
日
　
広
報
委
員
会

会議録の公開 6月定例会の予定

議員は何してる？
　　　　　議員の活動

広
報
委
員
会

委 

員 

長
　
大
湊
　
敏
行

副
委
員
長
　
赤
垣
　
義
憲

委
　
　
員
　
横
浜
　
睦
成

木
戸
　
忠
勝

村
中
　
玲
子

五
十
嵐
勝
弘

action

６月７日（水）　開会、提案理由
６月８日（木）　一般質問
６月９日（金）　議案等審議

　定例会・臨時会の会議録を町ホームページで
公開しております。会議録は調製が完了次第（閉
会後３か月程度）随時更新します。議会事務局
でも閲覧できます。

　
本
表
彰
は
、
議
会
活
動
を
通
じ

て
地
方
自
治
の
進
展
の
た
め
、
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
町
村
議
会

議
員
に
対
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

自
治
功
労
者
表
彰

全
国
町
村
議
会
議
長
会

　議
員
と
し
て
15
年
在
籍

青
森
県
町
村
議
会
議
長
会

　議
員
と
し
て
35
年
在
籍

青
森
県
町
村
議
会
議
長
会

　議
員
と
し
て
19
年
在
籍

古
ふる

林
ばやし

　輝
てる

信
のぶ

議員江
え

渡
と

　正
まさ

樹
き

議員岡
おか

山
やま

　義
よし

廣
ひろ

議員

12のへじ議会だより


